
開 催 日 選 挙 区 議　　員 開催場所 参加人数

9月24日（火） 第3区
第5区

坂本　善雄（深谷市）
市川　聡一（秩父市） 寄居町役場　6階大会議室 58名

9月30日（月） 第1区
國分　政義（さいたま市）
板山　裕樹（草加市）
尾熊　　純（川口市）

さいたま市「さいたま共済会館」
6階ホール 96名

10月3日（木） 第2区
松本　貢一（新座市）
半貫　芳男（狭山市）
山本　一人（所沢市）

川越市「氷川会館」　2階「桐」 72名

10月8日（火） 第4区 堀部　信和（久喜市）
西岡　英児（吉川市）

蓮田市「ハストピア」
多目的ルーム 54名

合計 280名

　共済懇談会は埼玉県独自の事業として毎年実施しており、開催の目的は、「組合員に共済事業の内
容と現状をご理解いただき、制度を有効にご活用いただくこと」、また、「共済事業に対する組合員か
らのご意見・ご要望を今後の事業運営に反映させること」としており、本年度においても、下記4会場
で開催し、280名の組合員の皆様にご出席をいただきました。
　ご出席いただきました組合員の皆様及び開催にあたり、ご協力いただきました各所属所の共済事務
担当者の皆様にあらためてお礼申し上げます。
　当日は、「医療保険制度・本組合の状況」・「公的年金制度の現況」・「福祉事業の概況」について、ご
説明申し上げた後、共済制度全般に対するご要望等（事前・当日）について、会場ごとにご出席いただ
いた職員側議員の方々を中心に回答をさせていただきましたが、去る10月24日の職員側議員協議会
において、各会場から寄せられたご要望等の全件をあらためて検証していただいております。
　今後は、令和2年度予算編成時において、更なる協議をし、実施できるかどうかの判断をしていた
だく運びとなっております。
　なお、主なご意見・ご要望に対する回答について、一部の内容ですがご報告いたします。
　また、共済懇談会資料及び議員協議会での検討状況については、共済組合ホームページに掲載し
ておりますので、こちらも是非、ご覧いただき、ご質問等ございましたら担当課へお問い合せください。

共 済 懇 談 会　会 場 一 覧 表

共済懇談会共済懇談会のの主な意見主な意見とと要望要望
令和元年度
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短期給付関係

Q 限度額適用認定証を使った場合に、窓口で支
払う金額がわかりにくいので、周知方法を改

善してほしい。
 

A 　ご意見を踏まえて『共済だより』、ホームペー
ジの掲載内容を、皆様にわかりやすく伝えて

いくよう工夫して参ります。

 

Q ジェネリック医薬品の「希望シール」につい
て、一般的にはどのように配付しているのか。

 

A 　通常は、組合員資格取得の際の組合員証送
付時と「ジェネリック医薬品差額通知」の送付

時に同封し配付しております。今年度は、『共済だより』
12月号に折り込みをさせていただき、配付しており
ます。ご活用くださるようお願いいたします。

長期給付関係

Q 公務員の年金について、現在及び将来の年金
会計の見込みを教えてほしい。

 

A 　皆様から納めていただいた保険料等につい
ては、各年金経理の積立金として、実施機関

である全国市町村職員共済組合連合会（以下、連合会
とする。）が「資産運用に係る基本方針」に基づき安全な
運用に努めており、先日、令和元年度第１四半期の運
用状況が公表され、全ての年金経理における運用は、
プラスの運用利回りであったと発表がなされたところ
です。この資産運用は長期的に行うため、長期的に判
断することが必要であり、今後の市場動向等注視して
いきたいと考えております。
　なお、積立金に関しては、本組合の組合会決議とし
て、安全で効率的に運用するよう連合会理事長あてに
強く要望をしております。
　また、この運用状況の結果については、連合会ホー
ムページに掲載されておりますのでご覧ください。

 

Q 実際に貰える年金額がいくらなのか。イメー
ジするためモデル年金額など、具体的な数字

を示してもらいたい。
 

A 　個人ごとの条件が違いますので、具体的な
モデル年金額は算出しておりませんが、年金

額試算依頼など、年金課へお問い合わせください。
　なお、ご自身の誕生月に「ねんきん定期便」をご自宅
へ郵送しております。内容としては、年金加入期間や
年金見込額などが表示されておりますので、そちらも
ご参照ください。

國分議員（さいたま会場）

松本議員（川越会場）

川越会場
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福祉事業関係

保健事業関係1

Q 人間ドック等の助成対象年齢を20代まで引
き下げてほしい。

 

A 　ドックの助成対象年齢を引き下げることに
ついては、保健事業検討委員会等において慎重

に検討して参ります。

 

Q 歯科健康診査助成について、受診できる歯科
医院や助成対象を拡充してほしい。

 

A 　現在、埼玉県歯科医師会加入の医療機関のみ
の助成対象としておりますが、助成方法も含め、

歯科医療機関の拡充については、保健事業検討委員会
等において、慎重に検討して参ります。なお、助成対
象者は、今年度より被扶養者まで拡充しております。

 

Q インフルエンザ予防接種助成を医療機関の窓
口で受けられるようにしてほしい。

 

A 　現在、インフルエンザ予防接種を受けたとき
は、共済組合指定の請求用紙に領収書を添付し

て請求いただき、共済組合では全員口座へ送金する方
法で助成しております。（請求手続きの詳細は「共済
のあらまし」・ホームページをご参照ください）
　助成金を各医療機関の窓口で受けられるようにする
ためには、共済組合と各医療機関において助成契約を
結ぶことになります。
　従いまして、インフルエンザ予防接種助成について
は、多数の医療機関が実施している状況を考慮すると、

契約機関が膨大になること、また、助成方法の変更が
生じますので、共済組合におけるシステム構築費用も
発生することから、現状では、医療機関の窓口での助
成方法は対応が難しいと考えますので、現行の助成方
法にご理解賜りますようお願いします。

 

Q 健康講座や健康セミナーを土日（休日）開催に
してほしい。

 

A 　健康講座の土日開催については、会場や講師
の日程調整及び講師料等で難しい状況ではあ

りますが、保健事業検討委員会等において、慎重に検
討して参ります。なお、健康セミナーについては、開
催の一部を土曜日に開催（令和2年4月18日（土））
する予定です。
　詳細は『共済だより』12月号14ページをご参照く
ださい。

貯金事業関係2

Q 共済預金の金利を上げてほしい。
 

A 　共済預金に係る資金運用の環境については、
市中金利が依然として低金利のため、共済組合

における令和元年度の運用利回りは1.49%を予定と
しております。
　一方で組合員皆様に還元する支払利息は1.6%であ
ることから運用利回りを上回る、いわゆる逆ざやの
状況となっております。従いまして今年度は約1億
8,000万円の当期損失資金が生じる見込みですが、貯
金規則で定められております欠損金補てん積立金（不
測の事態に備える積立金）を満額（貯金額の5%）以上
保有していることから、その積立金の一部を取り崩す
ことで、支払利息1.6%を維持している状況です。
　以上のことから利率の引き上げについては、現状難し
いと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。坂本議員（寄居会場）

堀部議員（蓮田会場）
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貸付事業関係3

Q 貸付事業において、資金使途の確認を不要と
する少額の貸付制度（例：組合員一律30万円

など）を設けてほしい。
 

A 　共済組合における貸付事業については、年
金積立金（退職等年金預託金管理経理）からの

借入金をもって事業を実施することから全国統一の
貸付準則が総務省より示されております。
　そのため、共済組合独自の貸付制度を設けられな
い仕組みになっておりますので、ご理解をお願いし
ます。

草津保養所関係

Q アルペンローゼの浴場を大きくしてほしい。
 

A 　アルペンローゼの大浴場の拡張については、
保養所運営委員会等で慎重に検討させていた

だきます。

福祉施設利用補助関係

Q 映画館・日帰り温泉施設・ディズニーリゾー
ト等の利用回数及び補助金額を増やしてほ

しい。
 

A 　利用回数及び補助金額を増やすことについ
ては、他の保健事業（人間ドックや歯科健診な

ど）を含めて保健事業全体の中で検討させていただき
ます。
　なお、えらべる倶楽部においてもディズニーリゾー
トの補助や映画館・日帰り温泉施設などの割引があり
ますので、是非ご活用ください。

 

Q レクリエーション施設を組合員証の提示の
みで利用できるようにしてほしい。またはレ

クリエーション施設利用券をデジタル化してほし
い。
 

A 　各レクリエーション施設では、チケット購入
窓口等に提出された利用券を基に使用枚数分

の補助金を本組合に請求することとなっていることか
ら、組合員証の提示のみでの利用やデジタル化は難し
いと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。
　なお、えらべる倶楽部では、会員証の提示のみで割
引が受けられる施設が多数ありますので、是非ご活用
ください。

板山議員（さいたま会場）

半貫議員（川越会場）

西岡議員（蓮田会場）
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Q イオンシネマ熊谷と再契約してほしい。また、
109シネマズ高崎と契約してほしい。

 

A 　イオンシネマ熊谷については、チケットの購
入が自動券売機に移行したことに伴い、施設側

から契約解除の申し入れがありましたので、再契約は
難しいと考えております。
　109シネマズ高崎については、本組合において映画
のチケットを購入し、購入したチケットを組合員に配
布する方法の契約形態となることから、本組合のレク
リエーション施設利用券の取扱い方法とは異なります
ので、契約は難しいと考えております。

 

Q 契約保養所やレクリエーション施設を増や
してほしい。

 

A 　共済事務担当課を通じて具体的な施設名を
教えていただければ施設側と交渉いたします。

その他関係

Q 「共済事業のあらまし」は例年ブ厚い冊子でく
るが、共済組合のホームページより PDF で

ダウンロードできるようにしたい。OA 化の進んだ
現代にふさわしくスマートであると思う。
 

A 　「共済事業のあらまし」については、あらか
じめ各所属所に必要配布部数を確認して配布

しており、今年度も9割以上の希望がありましたので、
現段階では PDFに切り替える状況ではないと考えて
おります。
　なお、ホームページは、組合員の皆様からのご意見
を参考に改良を重ね、現在、「共済事業のあらまし」
の内容をほぼ網羅し、ライフシーンによる検索機能、
画面もスマホ等の対応をしておりますので、ご活用く
ださい。

山本議員（川越会場）

尾熊議員（さいたま会場）

市川議員（寄居会場）

寄居会場
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